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段階的揚水試験調査の結果について

1．業務の概要と目的
長池地内の事業所の井戸において、環境基準（0．01ｍｇ／Ｌ）を上回る枇素が継続的に観
測されているため、本井戸における揚水量と枇索濃度の関係を調べることを目的とする。
そのため、段階的（ポンプ限界能力まで6段階）に揚水量を変化させ、地下水位が安定した

時点で、地下水の採水を行い、批素濃度を分析した。

2．調査対象井戸の概要

管内径　　　　　　　350ｍｍ
掘削深度　　　　　160ｍ
ストレーナー位置　ＧＬ　46．0ｍ～148．0ｍ

ポンプ位置　　　　　ＧＬ－88ｍ

3．業務内容と手順

（Ｄ段階的揚水試験の説明

段階的揚水試験とは、井戸の限界揚水量を求めてから、この値を5～8等分した水量で

段階的に揚水試験を実施するものである。各段階（揚水ステージ）において、地下水検体を

採取し、批素濃度の変化を追跡した。

②最大揚水量及びステージ数

揚水ステージ
揚水量

（Ｌ／分）

運転 時間

（分）
備考

Ｑｌ 2 1 6 3 1 分

Ｑ2 4 1 0 3 0 分

Ｑ3 6 1 6 5 5 分

Ｑ4 8 2 0 6 5 分

Ｑ5 1 0 1 6 55 分

Ｑ6 1 1 2 3 10 分
ポンプ能力限界

（最大揚水量）

※当該井戸は昭和61年に設置され、老朽化している可能性があるため不慮の事故を避

けるためポンプ能力限界での運転時問は最小限に留めた。

4．分析結果

表一4．3　段階揚水試験結果（＃120井戸）

表－4．4　段階揚水試験に伴う水質分析、結果一覧
図－4．5　地下水位変化と批素濃度の関係
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表－4．3：段階揚水試験結果（削02井戸）

経 過 時 間　　　 船 脚　　 ゲ ー ジ 圧 力　　 地 下 水 位　　　　 水 ｉ　　　　　　　　　　　 ＥＣ　　　　 致 薫 濃 度

義 第 年 鰯　　　 縫 濃 鴫 憫　　　　 象 義　　　　　 分　　　　　 Ｍ Ｐ　　　　 ＧＬｍ　　　　　 ℃　　　　　 ｐＨ　　　　 ｍ Ｓ／ｍ　　　　 ｍ唱／Ｌ ． 握 水 量 ′／ｍｌｎ　　　　　　　 儀 竃

2 ∝ 17 息 1 1 0 2 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　　　　 4 3 ．0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 初 鶉 水 位

2 ∝ 汀 3 2 1 0 ：2 4 0 ：0 0 α 0 0 0 0 放 水 輸 始

2 0 0 7 ．3 ．2 1 0 ：3 1 ｎＯ7 0 カ 7 7 0 ．6 5 4 6 ．5 3 2 1 6

2 ∞ 7 ．3 ．2 1 0 こ3 8 0 ：1 4 0 ：1 4 1 4 0 ．6 5 4 6 ．2 0 2 1 6

2 ∞ 7 ．3 ．2 1 α 4 0 0 ：1 6 0 ：1 6 1 5 0 ．6 5 4 6 ．4 2 1 9 ．0 7 ．1 2 仰 ．6 2 1 5

2 ∞ 7 ．3 ．2 1 0 ：4 5 0 ；2 1 0 ：2 1 2 1 0 ．6 5 4 6 ．4 2 2 ．1 5

2 0 0 7 3 2 1 0 ：5 0 0 ：2 6 ｎ 2 6 2 6 0 ．6 5 4 6 ．4 3 2 1 6

2 0 0 7 ．3 2 1 0 ；5 5 0 ：3 1 0 ：3 1 3 1 0 ．6 5 4 5 ．4 7 ・　 1 9 ．0 7 ．1 0 3 8 ．0 0 ．0 7 1 之 1 6

2 ∝ 汀，3 ．2 1 1：0 7 0 ：0 0 0 ：4 3 4 3 0 ．5 7 5 4 鼠 4 5 4 1 0

2 ∝ 〉7 ．3 ．2 1 1 1台 な0 5 0 鵬 4 8 0 ．5 7 5 Ｊ帽 ．4 5 4 1 0

2 ｍ 7 ．3 2 日 1 7 0 ：1 0 0 ：5 3 5 3 0 ．5 7 5 4 8 ．5 0 4 1 0

2 0 0 7 ．3 ．2 1 1 2 2 α 1 5 α 5 3 5 8 0 ．5 7 5 4 8 ．5 0 1 8 ．6 7 ．0 1 3 6 ．8 4 1 0

2 ∝ ）7 ．3 ．2 1 1 2 7 0 ：2 0 1：0 3 6 3 0 ．5 7 5 4 8 ．5 0 4 1 0

2 0 0 7 3 2 1 1 こ3 2 0 ：2 5 1：0 8 6 8 0 ．5 7 5 4 8 ．5 0 4 1 0

2 ∝ 〉7 ．3 ．2 1 1 ：3 7 0 ：3 0 1：1 3 7 3 0 ．5 7 5 岨 5 0 1 8 ．5 5 ．9 0 3 5 ．5 0 ．0 4 8 4 1 0

2 ∞ 7 ．3 ．2 1．1 4 8 0 ：0 0 1：2 4 8 4 0 ．5 5 1．5 9 6 1 6

2 0 0 7 3 ．2 1 1 5 3 銃 0 5 1：2 9 8 9 0 ．5 5 1 ．8 1 6 1 6

2 0 0 7 ．3 2 1 1 ：5 8 0 ；1 ｌ：3 4 9 4 0 点 5 1 月之 5 1 6

2 皿 7 ．3 ．2 1 2：0 3 0 ：1 5 1 3 9 9 9 0 ．5 5 1 ．9 5 6 1 6

2 0 0 7 ．3 ．2 1 2 カ 8 0 ：2 0 1：4 4 1 0 4 0．5 5 2 ．0 0 6 1 6

2 ∝ 汀 ．3 2 1 と 1 3 α 2 5 1：喝 1 0 9 0 二5 5乙 ∞ 6 1 6

2 0 0 7 ，3 ．2 1 2が 0 ：3 5 1：5 9 1 1 9 0．5 5 2 ．1 0 6 1 6

2 0 0 7 息 2 1 2：3 3 0 ：4 5 と 0 9 1 2 ｇ 0．5 5 乙 2 5 6 1 5

2 0 0 7 ．3 ．2 1 2 メ柑 0 ：5 5 と 1 9 1 3 9 0 ．5 5 2 2 0 1 8 月 5 ．9 0 3 4 ．9 0 ．0 4 6 6 1 6

2 0 0 7 ．3 2 1 と 5 0 α 0 0 と 2 5 1 4 6 0 ．4 5 6 ．関 8 2 0

2 0 0 7 ．3 ．2 1 と 5 5 ・　 0 ：0 5 2 ：3 1 1 5 1 0 ．4 5 7 ．2 4 8 2 0

Ｚ∞ 7 ．3 ．2 1 3 ：3 5 0 4 5 3 1 1’ 1 9 1 0 ．3 9 5 7 ．3 5 8 2 0

2 0 0 7 ．3 2 1 3 ：4 5 0 5 5 3 2 1 2 0 1 0 ．3 9 5 7 ．4 5 8 2 0

2 0 0 7 ．3 2 1 3 ：5 5 1：0 5 3 ：3 1 2 1 1 0 ．3 9 5 7 ．5 9 1 7 ．8 6 ．7 2 3 4 ．7 0 ．0 3 9 8 2 0

2 0 0 7 ．3 ．2 1 4 ：0 5 0 ：0 0 3 ：4 1 2 2 1 0 ．2 7 5 6 乙 9 1 1 0 1 6

2 0 0 7 ．3 ．2 1 4 ：1 0 0 ：0 5 3 ：4 6 2 2 6 0 ．2 7 5 6 3 3 3 1 0 1 5

2 0 0 7 ．3 ．2 1 4 ：1 5 0 ：1 0 ユニ5 1 2 3 1 0 ．2 7 5 8 3 ．6 4 1 0 1 6

2∞ 7 ，3 ．2 1 4 ：2 0 α 1 5 3：5 5 2 3 6 0 ．2 7 5 5 3 ．9 0 1 0 1 6

2 0 0 7 ．3 ．2 1 4 ：2 5 0 2 0 4 0 1 2 4 1 0 2 7 5 6 4 0 8 1 0 1 5

2 0 0 7 ．3 ．2 1 4 ：3 Ｃｌ 0 2 5 4 0 6 2 4 6 0 2 7 5 6 4 ．1 8 1 0 1 5

2 0 0 7 ．3 ．2 1 4 ：4 0 0 3 5 4 ：1 6 2 5 6 0 ．2 7 5 5 4 ．3 9 1 0 1 5

2 ∝ Ｉ7 ．3 2 1 4 ：5 0 α 4 5 4 2 6 2 5 6 0 ．2 7 5 5 4 ．5 6 1 0 1 6

2 0 0 7 ，3 2 1 5：ｍ 0 ：5 5 4 ：3 6 2 7 6 0 ．2 5 6 4 ．7 0 17 ．5 6 ．5 5 3 5 ．2 0 ．0 3 0 1 0 1 6

2 0 0 7 3 之 1 5 ：1 0 0 0 0 4 4 5 2 8 6 0 、0 5 7 1 ．7 5 1 1 2 3 ポ ン プ 能 力 散 策

2 0 0 7 3 2 1 5 ：1 5 0 0 5 4 5 1 2 9 1 0 ．Ｄ5 7 4 ．ｍ 1 1 2 3

2 0 0 7 ．3 ．2 1 5 ：2 0 胱 1 0 4 ：5 5 2 9 6 0 ．0 5 7 4 ．1 3 1 7 ．6 6 ．5 2 3 4 ．3 0 ．0 2 9 1 1 2 3



表－4．4：段轄揚水試験に伴う水質分析、結果一覧

畿 第 日 2 0 0 7 ．3 ．2

義 濾 韓劾 10 ：2 1 1 1：0 1 用 ：3 8 1 2 ：4 2 1 3 ：5 0 1 4 ：5 5 1 5 ：2 0

後鳶絶 点 単位 Ａ 書 寒 所 庸10 2

天儀 離 れ 晴 れ 練 れ 練れ 鴨れ 晴れ 車 れ

外気 温 ｒＣＩ 8 ．8 9 ．2 1．0 ．6 1 2 ．8 1 4 ．9 1 5 ．9 1 6 ．5

水位 （ＧＬｍＩ 4 3 ．0 0 0 4 6 ．4 7 0 4 8 ．50 0 5 2 ，2 0 0 5 7 ．5 9 0 6 4 ．7 0 0 7 4 ．13 0

ＥＣ 紬 Ｓ／ｍ 〉 － 38 0 3 5 6 3 4 9 3 4 7 3 5 2 3 4 3

ｐＨ
－ 7 ．1 6 ．ｇ 6 ．9 6 ．7 2 6 ．55 5 ．5 2

水1 （℃ ） 19 1 8 ．5 1 8 1 7 ．8 1 7 ．6 1 7 ．6

ＣＯＤ （ｍｇ！り 3 2 2 2 2 2

逓1動蒙
－

30 以 上 3 0 以上 3 0 以上 30 親 上 3 0 以 上 30 以．上

色 ・無 色透明 無 色透 明 無色 透璃 無色 透明 無 色透 明 鶴 薄 い黄土 が か る

鼻先 書 硫 化水 素鼻 硫 化水 素臭 硫 化 水素臭 硫化 水 素臭 硫化 水 素臭 硫 化 水素 鼻

集気 強度 2 2 1 1 1 1

後考 1

初期 水位 （試 験前 ） 第 1 段 ：2 1 5 Ｌ！ｍｉｎ 第 2 段 ：4 10 Ｕ ｍ ｉｎ 第 3 段 ：6 16 Ｕ ｍｉｎ第 4 段 ：8 2 0 Ｌ／ｍｉｎ
第 5 象 ：1 0 1 6

Ｌ／巾ｉｎ

第 6 度 ：11 2 3

Ｕ ｍｉｎ、

ポ ンプ能 力限 界

鎗考 2
ー －

細砂 混 入 （2 リ ア トル ポ リ ビー カー に0 ・3 ｇ程 度 ）

ヒ素 0 ．0 0 5 （ｍｇ！Ｕ 0 ．0 7 1 0 ．ｂ4 8 0 ．0 4 6 0 ．0 3 9 0 ．0 3 0 0 ．0 2 9

鉄 0 ．0 1 （ｍｇ／Ｕ － 0 ．2 5 0 ．14 0 ．1 1 0 ．18 ・0 ．2 5 0 ．3 8

マ ンガ’ン 0 ．0 1 （ｍｇ几 ） 0 ．0 5 ｎＤ6 0 ．0 5 0 ．0 5 0 ．0 3 0 ．0 3

アル ミニ ウム 0 ．0 1 （ｍｇ／Ｕ － 0 ．0 3 ｎＯ2 0 ．0 2 0．0 6 0 ．0 6 0 ．13
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図－4．4：地下水位変化‘と地下水温、ＰＨ、ＥＣの関係
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図－4．5：地下水位変化と枇素濃度の関係
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